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問
：
市
内
の
公
共
施
設
は
、

災
害
時
、
避
難
所
に
指
定
さ
れ

て
い
る
が
、
大
空
間
を
有
す
る

た
め
天
井
材
、
照
明
な
ど
の
非

構
造
部
材
が
天
井
か
ら
落
下
し

て
く
る
と
非
常
に
危
険
で
す
。

　

ま
た
、
照
明
や
空
調
設
備
な

ど
が
使
用
で
き
な
く
な
る
と
避

難
所
と
し
て
の
機
能
も
制
限
さ

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
公
共
施

設
の
非
構
造
部
材
の
点
検
や
耐

震
化
は
現
状
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　

答
（
市
長
）
‥
市
民
の
生
命

財
産
を
守
る
た
め
、
防
災
機
能

強
化
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

答
（
財
務
部
次
長
）
‥
大
規

模
な
地
震
が
発
生
す
る
た
び
に

天
井
材
の
落
下
と
い
う
こ
と
が

報
道
さ
れ
ま
す
。
東
日
本
大
震

災
時
も
東
京
や
川
崎
に
あ
る
ホ

ー
ル
な
ど
で
天
井
材
が
落
下
す

る
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
大
空

間
を
有
す
る
運
動
公
園
体
育
館

な
ど
の
天
井
に
つ
い
て
は
、
安

全
性
の
点
検
を
実
施
し
、
適
正

に
施
工
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。
大
規
模
改
修
が

済
ん
だ
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
の

天
井
に
つ
い
て
も
、
よ
り
安
全

性
を
高
め
る
た
め
、
天
井
を
吊

っ
て
い
る
下
地
の
補
強
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

決
定
権
は
市
長
に
あ
る
こ
と
を

理
解
し
ま
し
た
。

　

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
へ
の
補
助

金
を
充
実
さ
せ
、
子
育
て
世
帯

　

問
：　

年
６
月
定
例
会
に
お

２４

い
て
、
私
は
「
市
内
学
童
保
育

ク
ラ
ブ
の
実
態
を
調
査
し
、
補

助
金
額
を
増
額
す
べ
き
で
は
」

と
教
育
長
に
問
い
た
だ
し
た
と

こ
ろ
、
「
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
に

は
十
分
な
補
助
金
を
支
出
し
、

子
育
て
支
援
策
で
も
医
療
費
を

中
学
校
修
了
前
ま
で
助
成
し
て

い
る
。
こ
こ
ま
で
実
施
し
て
い

る
市
町
村
は
県
内
に
は
な
く
、

こ
れ
以
上
の
補
助
は
考
え
て
い

な
い
」
と
の
主
旨
の
市
長
答
弁

が
あ
り
、
補
助
金
の
あ
り
方
の

　

問
：
地
域
活
性
化
実
証
実
験

事
業
と
し
て
杉
本
小
学
校
の
プ

ー
ル
を
利
活
用
し
た
柏
ふ
れ
あ

い
釣
り
堀
は
オ
ー
プ
ン
以
来
、

多
く
の
市
民
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
運
営
は
、
柏
ケ
谷
連
合

自
治
会
と
釣
り
堀
部
会
が
受
託

し
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
事
業

は
、
地
域
活
性
化
は
も
と
よ
り

高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
、
異

世
代
の
交
流
の
場
と
い
う
目
的

を
十
分
果
た
し
て
お
り
、
意
義

あ
る
事
業
と
今
後
の
展
開
に
期

待
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
夏

休
み
終
了
時
ま
で
の
実
績
や
成

果
を
伺
い
ま
す
。

　

答
（
市
長
）
‥
本
事
業
は
、

柏
ケ
谷
連
合
自
治
会
か
ら
の
要

望
を
受
け
て
７
月
か
ら
実
施
し

て
い
る
も
の
で
す
。
運
営
開
始

か
ら
二
カ
月
が
経
ち
ま
し
た

が
、
初
め
て
釣
り
を
楽
し
む
子

ど
も
た
ち
や
家
族
連
れ
、
多
く

の
リ
ピ
ー
タ
ー
で
当
初
見
込
み

の
倍
以
上
の
来
場
者
が
あ
り
、

好
評
を
得
て
い
る
こ
と
か
ら
も

成
果
は
あ
っ
た
と
判
断
し
て
い

ま
す
。

　

答
（
市
民
協
働
部
次
長
）
‥

夏
休
み
終
了
ま
で
の
有
料
入
場

者
は
３
８
７
３
名
あ
り
、
目
標

の
１
７
２
０
名
を
大
幅
に
上
回

り
ま
し
た
。
ま
た
、
入
場
料
、

貸
し
竿
の
収
益
は　

万　

円
で

８８

１００

し
た
。
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
に
よ
る
満
足
度
も　

％
を
占

９７

め
、
ア
イ
デ
ア
が
よ
い
、
楽
し

め
た
な
ど
好
意
的
な
意
見
が
多

く
寄
せ
ら
れ
目
的
は
達
成
で
き

て
い
る
と
判
断
し
ま
す
。

　

問
：
海
老
名
運
動
公
園
は
、

多
く
の
市
民
に
利
用
さ
れ
て
い

る
施
設
で
す
が
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
、
誰
も
が
容
易
に

利
用
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
の

が
市
の
責
務
と
考
え
ま
す
。
こ

の
運
動
公
園
周
辺
は
、
特
定
保

留
区
域
に
指
定
さ
れ
工
業
系
ま

ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
中
央
農
高
西
側
に
は
養
護

学
校
が
、
雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク
で

は
大
規
模
工
場
が
建
設
さ
れ
、

通
勤
通
学
人
口
の
増
加
が
予
測

で
き
ま
す
。ま
た
、Ｊ
Ｒ
相
模
線

は
リ
ニ
ア
新
幹
線
や
東
海
道
新

幹
線
へ
の
接
続
な
ど
も
計
画
さ

れ
、
さ
ら
な
る
海
老
名
の
発
展

　

問
：
納
税
者
自
身
ま
た
は
控

除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親
族
が

税
法
上
の
障
が
い
者
に
当
て
は

ま
る
場
合
、
一
定
金
額
の
所
得

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
障
が
い
者
手
帳
が
な
く
て

も　

歳
以
上
で
市
町
村
長
な
ど

６５
が
「
障
が
い
者
に
準
ず
る
」
と

認
め
れ
ば
、
障
害
者
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
市
内
に
は
要
介
護
認

定
者
が
３
１
１
６
人
い
ま
す
。

経
済
的
に
厳
し
く
、
介
護
を
受

け
て
い
る
市
民
の
税
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
に
、
障
が
い
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
人

と
同
様
に
障
害
者
控
除
を
受
け

ら
れ
よ
う
、
こ
の
制
度
が
あ
る

こ
と
を
積
極
的
に
周
知
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
市

の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

答
（
市
長
）
‥
福
祉
事
務
所

長
が
申
請
に
基
づ
く
審
査
の
上
、

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
証
明

書
の
発
行
を
行
っ
て
お
り
、
こ

の
証
明
書
に
よ
り　

歳
以
上
で

６５

障
が
い
者
に
準
ず
る
も
の
と
し

て
控
除
対
象
に
な
り
ま
す
。
市

民
へ
の
周
知
は
、
介
護
保
険
料

納
付
通
知
書
の
送
付
時
に
「
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
証
明
書
」

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
し
て

い
ま
す
が
、
新
た
な
方
法
に
も

取
り
組
む
考
え
で
す
。

や
利
便
性
向
上
の
た
め
に
も
、

運
動
公
園
付
近
に
新
駅
設
置
が

必
要
と
考
え
ま
す
が
、
市
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。

　

答（
ま
ち
づ
く
り
部
次
長
）‥

市
で
は
、
神
奈
川
県
鉄
道
輸
送

力
増
強
促
進
会
議
を
通
じ
て
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
要
望
を
続
け
て

い
ま
す
。
今
後
こ
の
特
定
保
留

区
域
で
の
新
た
な
土
地
利
用
が

進
展
す
る
こ
と
で
、
新
駅
設
置

の
意
義
が
高
ま
り
Ｊ
Ｒ
東
日
本

へ
の
交
渉
材
料
も
増
す
と
考
え

ま
す
。
ご
指
摘
の
と
お
り
Ｊ
Ｒ

相
模
線
の
重
要
度
も
高
ま
っ
て

い
る
た
め
新
駅
設
置
に
つ
い
て
、

今
後
も
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

が
互
い
の
流
れ
を
確
認
し
な
が

ら
通
行
し
て
い
て
危
険
で
す
。

ま
た
、
厚
木
第
二
踏
切
に
は
前

後
二
カ
所
に
横
断
歩
道
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
安
心
し
て

横
断
で
き
る
状
況
に
な
っ
て
い

ま
せ
ん
。
市
道　

号
線
南
側
の

１２

歩
道
整
備
も
含
め
、
取
組
状
況

や
今
後
の
計
画
を
伺
い
ま
す
。

　

答
（
建
設
部
次
長
）
‥
都
市

計
画
道
路
河
原
口
中
新
田
線
の

北
進
整
備
は
県
の
役
割
で
あ
る

た
め
、
今
後
も
引
き
続
き
粘
り

強
く
県
へ
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
市
道　

号
線
の
歩
道

１２

設
置
は
、
詳
細
設
計
ま
で
終
了

し
、
用
地
買
収
の
状
況
を
見
な

が
ら　

年
度
以
降
工
事
に
移
り

２５

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
踏
切

拡
幅
は
、
歩
道
整
備
計
画
の
中

で
鉄
道
事
業
者
と
協
議
を
進
め

て
い
ま
す
。

が
子
育
て
し
や
す
い
街
に
す
べ

き
と
考
え
る
た
め
、
あ
ら
た
め

て
市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

答
（
市
長
）
‥
教
育
委
員
会

か
ら
の
予
算
要
求
に
基
づ
い
た

結
果
で
、
要
求
が
あ
れ
ば
考
え

な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

答
（
教
育
長
）
‥
学
童
保
育

ク
ラ
ブ
へ
の
補
助
金
は
、
教
育

委
員
会
で
決
定
し
て
い
ま
す
。

市
長
の
指
示
ど
お
り
に
し
て
い

る
の
な
ら
ば
、
教
育
委
員
会
の

存
在
意
義
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

の
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
へ
は
、

２１個
性
や
特
色
を
尊
重
し
つ
つ
支

援
し
て
い
ま
す
。

市
民
・
ネ
ッ
ト
の
会　

奥
村　

正
憲

学
童
保
育
ク
ラ
ブ

 

補
助
金
増
額
を

日
本
共
産
党　

松
本　

正
幸

介
護
認
定
者
へ
の
「
障
害
者

控
除
」制
度
の
周
知
に
つ
い
て

海
友
会　

永
井　

浩
介

公
共
下
水
道
使
用
料
の

 

減
免
規
定
に
つ
い
て

公
明
党　

福
地　

茂

厚
木
駅
周
辺
の

 

交
通
安
全
対
策
は

海
友
会　

宇
田
川　

希

家
族
で
楽
し
め
る

 

釣
り
堀
に
期
待

ニ
ュ
ー
市
政
・
み
ん
な
の
ク
ラ
ブ　

鶴
指　

眞
澄

運
動
公
園
付
近
に

 

新
駅
設
置
を

公
明
党　

戸
澤　

幸
雄

公
共
施
設
の
天
井
材
・

照
明
な
ど
の
落
下
防
止
を

安全確認がされた運動公園体育館天井

で
も
生
活
保
護
法
の
見
直
し
の

動
き
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
、

生
活
扶
助
費
と
し
て
食
費
、
被

服
費
、
光
熱
水
費
な
ど
が
支
給

さ
れ
て
い
ま
す
。
二
重
と
も
言

え
る
制
度
を
見
直
し
、
苦
し
ん

で
い
る
障
が
い
者
世
帯
を
助
け

ら
れ
る
制
度
に
見
直
す
べ
き
と

考
え
ま
す
。現
在
の
市
の
状
況
、

県
下
他
市
の
状
況
、
市
長
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。

　

問
：
障
が
い
者
世
帯
の
中
に

は
、
や
む
を
得
ず
水
道
を
大
量

に
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

家
庭
が
あ
り
、
家
計
を
圧
迫
し

て
い
る
と
い
う
市
民
の
声
を
耳

に
し
ま
す
。
市
の
下
水
道
使
用

料
徴
収
条
例
に
は
、
使
用
料
減

免
の
項
目
が
あ
り
、
そ
の
規
定

の
中
に
は
、
生
活
保
護
受
給
世

帯
の
下
水
道
使
用
料
を
市
が
全

額
負
担
す
る
と
あ
り
ま
す
。
国

　

答
（
市
長
）
‥
関
係
機
関
と

十
分
協
議
し
、
国
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
見
直
し
の
検
討
に

入
り
ま
す
。

　

答
（
建
設
部
長
）
‥
議
員
ご

指
摘
の
と
お
り
市
で
は
条
例
に

基
づ
き
、
災
害
な
ど
に
よ
り
減

免
を
必
要
と
す
る
と
き
、
生
活

保
護
法
に
よ
り
保
護
を
受
け
て

い
る
と
き
、
特
別
な
事
由
が
あ

る
と
き
に
減
免
し
て
い
ま
す
が
、

障
が
い
者
世
帯
に
対
す
る
減
免

規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。な
お
、生

活
保
護
世
帯
に
対
す
る
見
直
し

を
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
、

障
が
い
者
世
帯
に
対
し
て
減
免

し
て
い
る
自
治
体
は
現
在
、　
１９

市
中　

市
で
す
。

１２

危険な状態の厚木駅第二踏切

オープン以来盛況な柏ふれあい釣り堀

大切な居場所となっている学童保育

　

問
：
厚
木
駅
周
辺
で
は
、
朝

夕
の
通
勤
・
通
学
時
間
帯
に
お

い
て
渋
滞
が
恒
常
化
し
て
い
ま

す
。
都
市
計
画
道
路
河
原
口
中

新
田
線
の
北
進
整
備
や
市
道　
１２

号
線
の
歩
道
設
置
な
ど
、
交
通

安
全
対
策
な
ど
早
期
の
改
善
が

必
要
と
考
え
ま
す
。
特
に
、
Ｊ

Ｒ
相
模
線
の
厚
木
第
二
踏
切
は

踏
切
内
に
歩
道
が
な
く
、
時
に

自
動
車
と
歩
行
者
、
自
転
車
が

無
秩
序
な
状
態
と
な
り
、
双
方

市民の相談を受ける窓口


